
郷土の古文書

「その４ 市の盛衰～伊奈市と平井市」
いち いち

解説

平井村と伊奈村の市争いは江戸時代初期からありました。その様子を物語る史料が残されています。そのときの両村の言い分は次の通りでした。

●平井村の言い分 ｢寛永１０年(１６３３)５月１１日 平井衆書付写｣

一、小宮領の内、平井の郷、去る３５年前の亥年(慶長４年〈１５９９〉)４月８日に氷雨(雹)が降り百姓退転してしまい、代官頭大久保長安様が被害状況の見分に来られ、どのよう
ひさめ

にでも考えて、この荒地を開墾するように命ぜられました。それにつけて、私共の申し分は、前々より市三斎(月に３回)立ててきましたが、寅年(天正１８年〈１５９０〉)百姓退転

の時、伊奈へとられてしまいました。小宮谷は細い谷なので、伊奈に六斎市が立つと、これ以上の市日を立てる事ができず大変迷惑しております。前々のように平井の市が三斎立て

られるように言いきかせてください。

一、右のように訴えましたところ、市日をお返し下されたので開発も致し、只今は御年貢も残り分納めました。そのほか町やしきの儀も去庚申年(寛永６年)のお改めにより増加した

分も納めました。前々のように、平井の市が衰退しないように、伊奈の者共へよく言いきかせてください。

●伊奈村の言い分 ｢寛永１１年(１６３４)５月１３日 案書｣

一、御入国の寅年(天正１８年)御代官天野三郎兵衛様の時に、伊奈の者共が市の儀を申し上げたところ、１日と６日の六斎(月に６回)の市を申し請けました。その後、御代官大窪(久

保)長安様より平井衆へ５日、１０日の市を立てるように申されたのに、平井は立てなかったのです。それがこの度、亥年の雹振りにかこつけて市日を取られたなどと言っています。

私共は市場に限らず在郷のものまで相当の新田を開いて作付けしているのです。

一、なお、伊奈が新市を立てたなどと訴訟を起こしましたが、どうして勝手に新市を立てられましょうか。御代官の許可を得て、近隣の村々の商人達を呼んで市祭りをし、店も備え

て、それに応じた売買をするのであって、勝手に市を立てることなど出来ません。

一、小宮谷の村々は福村長右衛門様の御代官所、伊奈ばかりは岡上 神右衛門様の御代官所です。炭薪荷を積み出す村々は皆、長右衛門様御代官所ですが、伊奈は江戸への順道もよ
おかのぼり（甚）

く、駄賃継ぎもいいため、山里の売り人買い人相談いたし毎日取引をしています。山中の者へ御代官様より、平井の市で商いするように命令されても、伊奈に来てしまうのです。

平井衆は山方途中で、売り人をつかまえて平井のほうまで連れて行ったりするのです。そのようにしても、売り人買い人を、我々が押さえられようもありません。それどころか、訴

訟など起こされて作毛仕付もおそくなり、私共は迷惑しております。

●市争いの顛末

この結果、再び伊奈の市日を平井へ３日譲るよう命ぜられました。そして１２年後、平井衆が再び訴訟を起こしたのが、この｢御訴訟｣の文書です。その後五日市に５日、１０日の

市が立つと、承応２年(１６５３)伊奈村と平井村が組んで五日市村を訴えることになります。この訴訟を最後に平井の市は産地から遠い、といった地理的条件の不利等から次第に衰

退していきました。そしてその後、伊奈の市は五日市の市と炭市をめぐる争いをたびたび繰り返しました。しかし、産地に近い五日市の炭市の繁栄と反比例し、伊奈の市も衰退して

いきました。
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